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廃棄・処分

大気排出

テープの材料を準備します。
材　料 塗　工

基材に粘着剤を塗り乾燥させます。製品には、有機溶剤の残りはほとんどありません。

有機溶剤回収装置

脱臭炉

釜

粘着剤
ポリマーと有機溶剤
などを釜でまぜて、
粘着剤をつくります。

基　材
テープの種類によって
外部から購入するものと、
基材から社内で
つくるものとがあります。

粘着剤乾燥
オーブンで乾燥させて溶剤を
製品から取り除きます。

粘着剤塗布

粘着剤乾燥
粘着剤を塗った後、オーブンで乾燥
させて溶剤を製品から取り除きます。

乾燥させたテープを
芯に巻取ります。

巻取り

包装・梱包・出荷

切断されたテープを包装します。
最後に梱包し、出荷します。

溶剤の種類によって、異なる方法で
処理（溶剤回収・燃焼処理）されます。

塗工工程での乾燥装置のすき間から
もれる溶剤と、溶剤処理装置（処理能力99％）で
処理しきれない約3％が大気排出されています。

エネルギーとして
再利用

エネルギーとして
利用

有機溶剤の燃焼

有機溶剤の
再利用

有機溶剤回収

有機溶剤のマテリアルリサイクルの流れ

最終処分・大気排出

基材のマテリアルリサイクルの流れ

製品（粘着テープ）の流れ

エネルギーの利用の流れ

マテリアル
リサイクル

　日東電工グループは、各種基材や粘着剤などの材料とエネル

ギー・水資源を投入して製品をつくります。その過程で生じる環

境負荷は、可能な限り低減するよう取り組んでいます。たとえば、

代表的な製品である粘着テープの場合、粘着剤を塗布するため

に有機溶剤が重要な役割を担うことがあります。また生産活動

にともなって発生する端材や不良品を、ゼロにすることは難しい

ことです。そこでグループでは、製造工程で発生する廃棄物、廃

熱、廃水、有機溶剤を、その性質に合わせて回収し、マテリアルリ

サイクル※1やサーマルリサイクル※2を行うことで省エネル

ギーと環境負荷低減を図っています。

製造工程ではさまざまな廃棄物が排出されます。日東電工グルー

プで排出される廃棄物は、テープを切断するときの耳端や、品種

の切り替え時に発生するフィルムのロス、打ち抜き品の打ち抜き

カス、不良品などです。廃棄物を再加工して材料として再利用す

るマテリアルリサイクルと、廃棄物の焼却処理の際に発生する熱

エネルギーを利用するサーマルリサイクルを積極的に行うこと

で、日東電工単体の再資源化率は98.6％となっています。

温室効果ガスであるCO2の排出量削減のため、省エネ設備や

コージェネレーションシステムの設置といったエネルギーの有効

利用や、環境負荷の少ない燃料への転換などに取り組んでいま

す。また、製造工程で使用・排出される有機溶剤を処理する脱臭

炉からもCO2が排出されますが、すべての脱臭炉には熱回収装

置を設置して熱エネルギーを再利用することで、プロセスでの燃

料の使用量を抑制し、地球温暖化防止に努めています。

大気に放出されると汚染の原因になる有機溶剤は、製品にはほ

とんど含まれていませんが、製造工程で粘着剤を作るために重

要な役割を果たしています。日東電工グループでは、有機溶剤

を回収装置で処理して原材料として再利用するか、脱臭炉で燃

焼処理して熱エネルギーとして再利用しています。また、有機溶

剤の総使用量を削減するため、製造プロセスの見直しや有機溶

剤を使用せずに製造できる製品の開発も行っています。

地球温暖化防止 大気汚染防止 P22  P23  P24産業廃棄物削減

※1 マテリアルリサイクル：廃棄物を原材料として再利用すること。
※2 サーマルリサイクル：廃棄物を燃料として熱エネルギーを回収・利用すること。

テープの耳端が産廃となります。

切断・検査

材料回収焼却し
熱回収 耳端は、芯とテープ部分

を分離し、再加工を加え、
マテリアルリサイクルを
しています。

環境ボランタリープラン 1 環境ボランタリープラン 2 環境ボランタリープラン 3

粘着剤塗布基材繰出し

粘着テープの製造工程と環境負荷との関係
環境保全での取り組み


